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圃帽ιv樹立rるニkb夜絡しι--共同銀副の目的に対rるかれの生"は、-五時期か-h鎗£っている.この変"は、長与にわたって‘まそかれのできる園田hの手段によって‘かれが引いて輿えたもので&る・一丸一・1・一年晶、月から-丸一tL年四月空で、かれはZ且'd'u，U町企公使Eあった・かれの事繊のあるものは、この当時のかれの昆mJVRLてしVる・かれの鹿児によれば、P7の勢hは.6要ならば式hによって、主セロ--Tが信〈なって攻曹ができな〈なる副に、毎喰から臨しなければならなhvthy-のであっ炉事さらに.日本の利益に慣があるkmわれるよ唱な外岡乃努hM立‘中田富島品開かねばならぬthy-こk.H本の外変官は、-早聞キ毒血相の政貨を主位同tベきで・めるkレa，こ邑がかれの意見であった・かれは・4fからHR時.，tf轟心から吋主する者-あ
るこkをぶしが事

日本に結って‘かれAH本が全体主積的政隔をつ〈るべきこ在、"本・F42尾ひ4・''Tは対外議出島眠鎮守-とるへき・-とを刷える
‘晶凪を島南血罰した・

四本、F42反ひ4''v聞の同盟のを診が開始されてから.-丸・・・八年丸月に、かれはpf守一蹴AE大使に作令-hhEこの交にお‘、'"の諸国開制r般的国軍事同盟ル阿純Lh司FM謀絹布・守生UHL.かれい当時ぺA'HRa大使であっι被告大島と協hnした-t、，毛号制似3HHhh町的だけをお・・Lh一外務長作乃凋令にe・2uE争、かれ-hmrる--FELぺ.かれとKBP-作.M謀増幅有希ヤか・府れ-Hれたければ、酔種『るKM噂し4・川ふがあEh長崎附tvu唱はして.Fイヲザピz'ト畠邦正ト4HN峰約を鈷んだときに“本の似品調よ.債に・アれ砂防共協定の謹kp見倣しιr・4・めに、-Bをおよ打者、丹空つι・白鳥ρ"伝にuwq.官抽聞をしれ、，h轟その占且岨開JFMJFf7乃れ晶圃白血叩ぷをhhvr4喧E4''vk.舵削一官事、M盟tv-も
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開館--i判明、主Erれでヤる副芯"Hmド包めVれか叫市鶴rzリepし1・、梅H-なhy---F弘前闘にmMVめ量るかれb噌.の抄輔明け.満州-P舛喰・市PめEte?しtzj)VピZTト沖輔抑止"ιK0・四時官柚問中ιv・叩L
だこF「あり.-守世相岬

九円管に，-Rする守、也市幽胃ド・唱FHι掴哩引当守されるこ主にUJKMTように見る-かれいn併のと・λι聖和績が訓告の品・~めrh付し、敵"の崎合には、晶闘の納置がkれ和一.量れ引曲maLι-khぎにJ、“本-EI--、相官されι・amwトロ口、かれJ弓一-4VMm丹、h-h」レ『緯A幽や許す叫ur仁，huれ-RつUレ九かっテ.一丸岡百年の存.かれがRn外務大わにhuつLPh守口.世相岨胴Hth山刊徹してレたが、かれはそれ尋問届官官『院に阿付した・本賞判断白書心見では、sg仁関して、E話E-骨ιったkU4ことュっし戸‘先併で都邑FH・なレe本品田抑居間は‘-刊第.‘輸相Eトt・mt乱、徳一ト一-'RLW--1・寸‘‘BT慢を有圃押he輔刊dtfy・.3阿m---14L蛾hf例理ぴ-mh1hにつピ目、かれけ・・雰乱F--庫県英岡被告は、事閃植田.、首相fL1、af丸、観」一一+:at十・、首mEE--→・m--T品、‘-mh十円耳喧叫い歯車百十htE凶哨Ha.、れて.、る・車庫守・一丸--七宥キ、月に問京市環HH-RFな&町、それM畠RL¥業制限圃四宥の碍m勤時ILFんEす，て広おいで、内線賓のALCしご・かれらkHm託してレι.かれはd，ピエヲトAnr吋rる曲R'a布J正開し、申鈍した・uvピ且ヲト.舞じ対しご企℃られiF員宅・におしγて、刊主H昨噂ルその宵停の不全かEW睡眠するため仁、中関仁対してきらに攻守キ飢えるこF砕かれけω'iF・この捷・マめι'mu本地Fして.情州ιw樹園田?るこ止をかれhF動けha.ぞれM蝿曹、ぎめ時叫におしV-qlf，ss‘.3bzt可.eでt、tpur-FH劃64frugJ
九らf明帽をrること予も旬、この同盟をかれ代依mkしてHぷ罰対外却附量的hun帽砂憂えるι-めmH必要Cある正与えCUAEかれはいろ/、、セ園開会に.その賞品開¥共同課由掴荷の日的のすべてιvm必Lた・ななわち.Ha事は中闘を地零すべきこk."本はELV7を時ベ掌争L1へ暑、.-在、"本はFイ?菖RPひィ，'TKM盟rべきこk‘"本は丙洋諸闘に対LTB同岡たる行・を止るべきこと、日本は積験停』tv一位主すべきこ在、日本は''p，ξ・唱Fによって輿えられセ南万進出の園開会守主らえるべきこb・1H生はシy首4・凡を或唱すべきこk・その他である・この宣薗聞は、かれが外都内の踊聞であった一丸岡O等八月から・九四一年七月主で節目けられ弘、

.
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九四.隼四月に、かれは病気にな旬、そのBTの七月に、外萄tn・問の職を曲師し丸、その債は、いろJ1の間集官官E4要な役割を前じなかった・44強"Emは、宮前倒第一について向島争荷量揮主"史する。かれが侵略厳守JVJaむした是認定ずる・』正キ正当化rるよ号な地位令、かれは占めたニ止がなわ・本黄判断は、g岬問‘-一十七・第二t九‘幡町z-LLERド第二十-一につレて、n-JV鰻車止判定する-鈴木良一総本自.は‘起品取の品削me--田一十七、‘-1九.軸明→一十一、骨冊ir--郷J一十.h‘携一-l大.智正十四足ト-m・ht瓦で.品EU副3れ
tる・

鈴木は事人であっ4---丸---一隼に、市首車中日嵯ド跡事'品刑務局の喰品HLFL:‘かれは貨Ma止酬の払件前なaHEあっ4---丸---年h"におιりるmkm犬込山崎位の措置‘かれは、覇しい内陶・か政党の札制畠曹のもと己組‘きれ量れたらば‘同じよ4なEEhM打guha起'd匹、あろ・?としいしγ、官理主内問ιv・‘t・?-k・L量買品眠Lhd--かれの"的は、中闘に対する犬同謀maの舎.ckfを持するLF思われる内閣etて
る・-Lでもつ4--成句会閉鎗するEh14-FHキ、かれは・宙開も捻てた、-Leがたかっι、-丸一一-八年百"に、かれド時計官甲吹咽Hにたるために、m憎かれ呼が4v-されh・、このa世慣の叫いかに、かれけも叫酬の作務JV4e旬、三れじよって、-情・ド対するHtA一関MRBMR一軒め動債の、PLEんνすJての無血にtしγて、事要hh符剖川や棺四rL・このb」る・・-かれ戸中闘とめ笹協による和平め圃宵繁にW対しι.一九割合骨辛口月に、かれげ俳官大仏vrたりι.ぞれM僚にホけるかれのHFFの大都分目、H本T草岡市町一聞に対するr鵬-Rm主計向し‘建わするAF-めに、品F・M噌wmFf相次しγてとっL手段の由民Tある--Fしγ『の戸、=れらの討ARtv有てL-h、とれらめ'噂秒一計叶h-bするにあナって‘かれけ・4nn売の-AH'ったからである・かれは巧λに、情阿ELて・れぼれV強，¥件、MHHmめnmJvm涼し‘作却し

h・・

・1R・智ト"仁、かれは惨胃大Fになh、.a凡開問骨-shH---手F・に-RivTt
ι』.

HFW大わ再引「aR大RVFし戸‘中回開MR政品川和信骨RP、刊本のι一めに中酬の許国mb問BZL、め帽に均r'h・胴一切め鴫剛4b"本にa作する子齢に‘中国Fζ日本'Faw航市させるFir-ヲ盛岡積ιて鮮飴・貧して安値刊しι.一丸岡・年十月七日2・己実28において、かれ引断問主してEっとF'muj中聞に対するHW副略的膚夢、今日まに侭持きせ・H主によ丸東7JYTF商方姉崎のを開会樟止するのに符tEK『At怖MH4町、日本は信作したければたら4hvku骨のであっι・かれの犬舎た明hは、ことご5こめ員一篭め査一符ι喰￥-こ空れι.この前衛砂金持するために，FZ行・?Eレ5EE時5・』せるにあたって‘かれ引世田じ予知湾的役粛の軍曹さは.どの主ミに大寺hf津信してt‘女暑渇，雪る主しv---PはたU・H本め新院締聞に対するmr酌暗叫障に対し日・かれはr寝台由HHドキ血引っT
LVF.

事碕崎に苛碕中、dvJEE，且Fa弗rHeH広の-F婦の昌司eある主主蝿L・ニヲ固に対してOR略‘，tvtauする土めに宅時しれわれていVL-帯
備に悩力した.

、す・湖におけるすピZヲト占居邦に対fるR，の益計に--鈴木が奉加LたとしVう也聞はな〈、Fそ・内yにおけるd，ピ且'ト遁弗ま止は&古人民棒、和聞に持する.予の謹釘-ヘかれが事mLたkhV4dhRもなレ・‘プ丸一-一し年十一月に、鈴木は砕啄少将になった・かれよ興姫院の組‘島の一人であり、その政治反ひ一れ政議門の長であった.この嶋位で、かれは日本によって占領された中闘の也市視の開発利則を樹幹的に促進した・竃舗による日広の支配を完全にし‘甫KHRの官界副島実行rるために、骨骨-.次長叫碕内閣が園周織δれそときに、鈴本は撫作所太阪になり-H・a・-E胴の輿の.人になっセ.回申回目の代りに‘鈴木を近簡はAvaR院の晶圃織とした・一九円同年七月十九Hに車保内閣が・Amするまで‘鈴木はこの地位に笥まつ子、.企向院品開放及ひ帳wzm人位KLて・鈴木は、実際上ML4の政鋤をつ〈hmr闘であった建僚会園田-L一需倒的に山阿梅Lた・通合闘に対するUR略.争の開始-F謹臼や引き起し土ER嬰な倉庫nv大語分に.鈴本は山刊串帽し炉、.これらの会E・かれは楠祢的に枠、M謀aaι干支持し4・・被tn.かd岡山rhHHり制見--h・」向付があっ--ku
.、輩出需はない.われJ，、、は

..

ANA叫鈎-十七、肺唱す丸、第一一-トJ及。第11L岬M3れ-、るよ44.鈴木LV-hxtF判定し、ANE---十師、常二十六、mk十阿世pmhihにレ，は、
録企刈定4る。東郷俺也被1H晶1M守山.aN動場-r七・智一ト・丸、制--r;第---ta--IL、.a弔hl円硬nr場-hlhdみ『川・・・e婦に日『Ia・-，fnetる児寧EかれEのおもた間保之、『九円.+1月から、プ九こめ費制にむしγτ、かれはこれ・0の政守UPEt・た円衝の繍EE書つa-LF-tLAEし‘園町かましぞもそのすべ、島弁しL・そめ銃討に.いては、われf・はすEに充品引にsu，rしι・・ずれはまっe根世間のないものてある・訴同首相一-ト六にリレては、訴同首相・-E六、訴抗きれでレる-九z-九年のR守仁対L-・硬直肝・ι制作e'nわせるI・1HAT-RJv・かれがB・E・‘

...占め-レhLC1.、圃FE'ft本'"断ド、.hN崎明-、首唱-rt・-町t九、観--1・箆l-吸っ第一十・9rbtて、宙F庫酎キ布茸-r判定L、訴同市--tえにつレご、・罪Lr創刊疋ry---R'V亦

事血聞け、島町唱WH明暗『内におけλ摘傷'n-陣取人塑宮め伸一AP、かれらに対rろ杭AR)食軌.UR寺田宮ひ・h槽設備の提供と4V幽判官可・ιchyL-隣国m符のpatH朕-ncあった・す恥-・日本間内における一般人抑積荷に対して.同じI.、士官F清会側喝してしvι-内務有の且RR首脳おでふつ4・きらに何よ均4・繍版画喧n.殴凡拘樹おの血H・・ド対して‘MF絡的制HHnιY品引ってレセ政一附山貨前向首民有であパ1ha.輔自主れ抑制問iRJMY慢な民温いは、積一際ιよ〈わかってしγι・かれは二理hk属中処園内L-MW来伺じよ号た曲町野川町賀されるのか防止rる充令た手段bEらなかった・パ''Y売の釘撃に対するかれの慎慣は、これらめ繍鴎に対するかれのF匂寺岡らかにするかす砕唄えるもので払る・一九四二年には‘かれはこのLH蓮の駅艇につレてhv〈らか知ってお旬、これらの肝障の位栗tLて.争放の捕虜ポ死亡したこ左や切っていた、この事件につしVてかれは積ιntv京めむかつ土・一丸岡-一-年巳‘74'曹ぜγにしVFtf.かれはこのわ糞につレて-W弐mhu，売やしたが、なんのmR4kらなかっ品'・M帰国ヲJれ土おは-へもなかっF・かれの膏酬で白、到婚の日本軍の給椅官u.自問えむれ-T一打務め舜LHにつしVて、東京から一々具休的た命令白市民吹けるか要口むLPLV『院で
同.年九月にふれ呪縛職r'dt丹、東機内閣の外務大HMELて、その録画刊ひ、→・九四五年の鈴木内閣の外諸大阪としてである・かれが碑織してから再ひ任命される世亡の中聞にd、かれは公宇訴になんら町役綱-e演じなか

った・

かれの第三聞の任命のHから、k.争洋
..勺品刊畠電まで、かれはその‘，n流再企画事舗に事卸した・かれd間誠や会に相暗L・採用され七二句の決定にMSしhf・-外畿大脱色して、晶司除・品paE占凡刷の合案圃・とめを識におレて、かれは新聞噌酌な綾割を昌明じ、-?を主保した栴の汁向にhqb'aLt・この受診で刷いられセ欺臓につしγては、すで

にAaじhf.-

太平和←込事の勃籍後、そヲ持母につレて、また中闘におけるa?の誕'打にっしγて‘かれ立他のmamtM圃hMLt・日本は包岡Sれ、経情的にKH&依められていた止しV号、被告のrべてに貫通な弁aにつわては、すでに他のh昼間でaじたが、それに加えて、東‘が椅に主厳しι-こ止は、合、圃止めを診を威主させるために‘あらゆる努力JE--唱であろ.、，kレ号保証のも止に、東僚内閣に加わったというニとCある・さらに、a促LたMから融・4・」kyL・かれが安彦を属dmrるに必要-す晶島宇量噂かりか偲h・とかれは建fいる・しかし、金持rh九敗-h能向、提唱Fが建.りれなぐな、，たと寺、に.かれはKML-、世間耐唱しよ-n，kuせf・むしろ‘そのtt鰻・ド留1・その昌司邑F+-S1HHしι~・.れ比岨庁、，こLFaをfることは山下払F-あっセkかれはLつ・Lかし.かれ健り行島は‘:小銑芳をま--、包皿.4」『るもの一ある・-九四一包・九月ι‘占'両点凶回れ取緩い・ιhv、起、制-n-A一勧HF1かれ4酔
-Rしι
..

われJ、1川、かれoh't厳島皐とを輔刊島問FるT3-っ、.aつ場品川-hJいても‘飽JHYH-Pも.NC4ta」従うつ
shohn，d.

書る・zめよ『にLF、"4蹟也md農商事saは‘"本政府に点せられ工レム-Kころの、.唖FR闘の週守和助れするとレ号正富田J圃HHb育制-一般車に観ん戸-、ある・も・?・つの也nLレ例4V」挙げるなむぽ、-R略目的の-めに企ごられたまpgゐ-h'f-smキ使mrへ雪て書るP由れ日書世te--聞に由刷会P食物4v-自問えるた'r、哩たは‘このX-いHHWF中γι明-一誌にな府守Ftaするeめ・-かれH・-w吟たF副阻止ザ一しなかっ'一-かれ島て事仁砧買われJLる捕鴎の田町t敵陣野今一矧サ‘訓令のh・めに世相粧が諮っ?・この鍬RnRM械の外〈の取山作所・・ぉ-rL、その調舎wraELιに惑いなし怒るJ寺駅-arわれtu知つ一tる・二の訓合の鉱阻止とLit・，れよ喝の術買パ・、情曲情。砂鈎に対して、中Hr冒F4q品RM刊『る--pfJてあっι.2pbdsnrるhrめには、何-もたされな山っL・TaドUA-いよるLH弘p・m・隅・ドよりて司このTLでが瞥るきで、捕虜は引Eレて匹見んてしγ
、，

..
，4・e

繍眼前申作所・』お也りる川駅長不良-rその他の骨肉に主る高レ死r--L問する続社は、東僚の主宇rる会議てJ暗号Jれえ盲Ram内聞ポ倒れた
.
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九同同年における柿惨め恐るぺ号吹寧F.食制帽叫erhp畠宇品の失互のそめ仁蛇亡し九柿曲閣の竃人士散とは、東僚が繍虜のHHaのそ1町内h担当た繍置をLFらなかったこkに対して、決定的た誕拠である・
われ/¥は、中関入植胃酸に対rる日本HW竃の'anについて、すでに建ベた・H本政府は‘この宮署管」ιvm，Kは認めてい‘なかっそから、-RT払視はこの履いγには遡則されなしγこと・繍-fられ七中関入は、損取身分主格UHav-曲四えられる賓格がないVF主録され子、.古里峰山Hこの恐る〈b・鮮SR4V切っておh、しかもそれに反対しなかった・

かぜる捕虜は食・ヲべからrETP折令ιつレて、かれは岨HHHfaある・h明へや品川副向島ずむ&町中'C・F・かされL44.zーの結果止して、
田島会式・・17';?属真贋科位シ11-

拘.，.c岨蹴伽舗網園周凶叫耐伺噛
http://www.jac眠go扱


